
令
和
６
年
度
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」

振
興
奨
励
賞
受
賞
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

　
本
年
度
の「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り

活
動
賞
」の
振
興
奨
励
賞
は
20
団
体
が
受
賞
し
ま

し
た
。
各
団
体
の
活
動
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
株
式
会
社
バ
ン
ザ
イ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
岩
手
県
）

は
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
地
域
資
源
で
あ
る

椿
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
開
始
。
椿
を
採
取
し
て
生

産
物
に
す
る
作
業
を
、
岩
手
・
宮
城
沿
岸
地
域
の
障

が
い
者
施
設
12
ヶ
所（
２
０
２
４
年
５
月
時
点
）と
連

携
し
て
行
う
。
こ
の
作
業
は
、
引
き
こ
も
り
や
生
活

困
窮
者
、
内
職
、
精
神
病
院
で
の
作
業
療
法
、
高
齢

者
の
デ
イ
ケ
ア
等
に
も
活
用
さ
れ
、
合
わ
せ
て
約
70

名
の
椿
葉
生
産
体
制
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

被
災
地
へ
の
椿
の
植
樹
や
、
地
元
学
生
に
向
け
た
キ
ャ

リ
ア
学
習「
椿
学
習
」を
行
っ
て
い
る
。

　

あ
じ
さ
い
の
集
い
富
士
見（
東
京
都
）は
、
自
宅
を

改
修
し
て
、
月
２
回
誰
で
も
利
用
で
き
る
子
ど
も
食

堂「
に
っ
こ
り
キ
ッ
チ
ン
」や
、
高
齢
者
の
た
め
の
健

康
教
室
を
開
設
。
そ
の
他
、
ひ
と
り
親
等
の
家
庭
へ

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、問
題
を
抱
え
た
家
庭
へ
の
訪
問
活
動
、学
習
支
援
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、
相
談
事
業
な
ど
、
幅
広
い

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
荻
野（
神
奈

川
県
）は
、
厚
木
市
鳶
尾
団
地
内
に
、
お
年
寄
り
の
居

場
所「
Ｔ
ｏ
ｂ
ｉ
ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
設
立
。
こ
こ
を

拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
厚
木
市
と
協
働
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通（
コ
コ
モ
）を
立
ち
上
げ
、
今
年
３
月
か
ら
本
格

運
用
。
そ
の
他
、
幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の
若
い
世

代
と
の
交
流
事
業
を
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

株式会社バンザイ・ファクトリーあじさいの集い富士見

一般社団法人コミュニティカフェ荻野

特定非営利活動法人ふるさと
福井サポートセンター

非営利ボランティア団体
「天空の里　いもい農場」

▶ 令和６年度「あしたのまち・くらしづくり活動賞」振興奨励賞受賞団体の活動について
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
福
井
県
）は
、
空
き
家
所
有
者
と
そ
こ

に
住
み
た
い
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
活
動
を
行
う
。

空
き
家
所
有
者
に
早
期
決
断
を
促
す
川
上
対
策
を
進

め
、
年
３
回
の
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
開
催
、

空
き
家
片
付
け
イ
ベ
ン
ト
、
空
き
家
の
値
段
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
空
き
家
調
査
管
理
シ
ス
テ
ム

「
ふ
る
さ
ぽ
マ
ッ
プ
」開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
非
営
利
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
天
空
の
里　
い
も
い

農
場
」（
長
野
県
）は
、
親
子
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
幅

広
い
世
代
を
対
象
に
、
食
育・農
業
体
験
の
場
を
提
供
。

自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し
、
調
理
し
、
世

代
間
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
生

き
物
探
し
、
集
落
散
歩
、
焼
き
芋
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
小
さ
な
集
落
に
都
市
部
の
人

が
集
い
、
交
流
人
口
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
松
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

（
静
岡
県
）は
、
中
学
生
以
上
の
全
住
民
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
イ

ベ
ン
ト
主
体
だ
っ
た
既
存
の
活
動
を
一
新
し
た
。
ま

た
、
持
続
可
能
な
活
動
の
た
め
、
団
体
を
一
般
社
団

法
人
化
し
た
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
い
、
日
曜
朝
市
、

子
ど
も
食
堂
、
公
共
交
通（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）の

料
金
一
部
負
担
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に

よ
る
情
報
発
信
の
強
化
、
住
民
が
共
用
で
き
る
物
品

の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

富
士
宮
市
青
木
平
区
自
治
会（
静
岡
県
）は
、
10
年

後
、
20
年
後
の
少
子
高
齢
化
を
見
据
え
て
、
①
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
②
イ
ン
フ
ラ
整
備（
階
段
の
手
す

り
設
置
、
道
路
の
改
修
工
事
等
）、
③
生
活
支
援（
移

動
ス
ー
パ
ー
誘
致
、
有
料
ゴ
ミ
出
し
支
援
）、
④
空
き

家
対
策
、
⑤
最
大
イ
ベ
ン
ト「
秋
ま
つ
り
」実
施
な
ど
、

将
来
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
お
た
ま
ち
ゃ
ん
食
堂（
静
岡
県
）は
、

子
ど
も
た
ち
の
食
と
生
活
の
支
援
活
動
を
行
う
。
地

域
の
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
子

ど
も
食
堂
、
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所「
お
た
ま
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
」、
教
員
や
発
達
障
害

の
支
援
員
が
学
習
指
導
を
行
う「
お
た
ま
ち
ゃ
ん
ス

ク
ー
ル
」、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、
子
ど
も
た
ち
の
声

や
悩
み
を
聞
き
取
る
移
動
駄
菓
子
屋
な
ど
、
地
域
の

支
援
拠
点
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

勝
間
田
区
絆
づ
く
り
事
業（
静
岡
県
）は
、
全
７
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
。

公
園「
ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど
」を
拠
点
に
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。「
ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど
」の
広
場
を
芝
生

化
し
た
ほ
か
、
大
規
模
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
、
ベ
ン
チ
な
ど
の
設
備
修
理
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
地
区
住

民
の
手
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
区
便
り
や
ラ
ジ
オ

一般社団法人松野地区まちづくり協議会

富士宮市青木平区自治会

一般社団法人おたまちゃん食堂

勝間田区絆づくり事業

八条が丘自治会



番
組
を
通
し
て
、
活
動
の
情
報
発
信
を
進
め
て
い
る
。

　

八
条
が
丘
自
治
会（
京
都
府
）は
、
活
動
資
金
に
任

意
の
協
力
金
を
充
て
る
こ
と
で
、
昨
年
か
ら
自
治
会
の

会
員
制（
会
費
制
度
）を
廃
止
し
た
。
会
員
制
の
廃
止
に

よ
り
、
役
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
夏
祭

り
や
市
民
大
運
動
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
誰
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

御
池
台
校
区
連
合
自
治
会（
大
阪
府
）は
、
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
角
に
あ
り
、
連
合
組
織
と
し
て
14

の
自
治
会
を
擁
す
る
。
２
０
１
６
年
に『
ど
ん
な
人
に

も
住
み
や
す
い
ま
ち
御
池
台
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
地

域
福
祉
活
動
計
画
」を
作
成
。
他
団
体
と
協
働
し
、
夏

祭
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
子

育
て
支
援
、
新
聞
発
行
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、

防
災
訓
練
、
買
い
物
支
援
、
登
下
校
時
の
見
守
り
や

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
喫
茶
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
月
が
丘
自
治
会 （
兵
庫
県
）は
、
急
激
な
高
齢
化
や
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
う
地
域
課
題
に
挑

戦
し
て
い
る
。
①
ア
ラ
イ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
出
没

を
防
ぐ
た
め
の
周
辺
緑
地
間
伐
作
業
、
②
集
会
所
を

活
用
し
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所「
わ
ん
ぱ
く
ク

ラ
ブ
」と
高
齢
者
の
居
場
所「
な
か
よ
し
サ
ロ
ン
」を
運

営
、
③
地
区
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
の
店
舗
存
続
に
向

け
た
買
い
支
え
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人「
く
れ
・
ひ
と
・
ま
ち
情
報
応
援

団
」（
広
島
県
）は
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
街
歩
き
を

実
施
し
て
い
る
。
海
軍
の
街
と
し
て
発
展
し
、
歴
史

的
建
造
物
や
文
化
遺
産
な
ど
数
多
く
の
デ
ィ
ー
プ
な

見
所
が
あ
る
呉
の
魅
力
を
改
め
て
掘
り
起
こ
そ
う
と
、

メ
ン
バ
ー
が
何
度
も
試
歩
を
し
て
、
探
索
コ
ー
ス
を

開
拓
し
て
い
る
。
ま
た
、
呉
の
複
雑
な
地
形
が
よ
く

わ
か
る
鳥
観
図
を
採
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
街
歩
き

マ
ッ
プ
の
自
費
出
版
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
動
画

制
作（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
呉
三
津
田
高
校
の
放
送
部
）

な
ど
を
通
し
て
、
呉
の
街
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ（
山
口
県
）は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
と
し
て
、
①
夕
食
支
援（
毎
日

１
７
０
食
～
２
０
０
食
用
意
）、
②
学
習
支
援（
放
課

後
学
習
教
室
や
、
中
高
生
向
け
の
夜
の
勉
強
会
、
習

い
事
教
室
等
）、
③
子
ど
も
だ
け
で
参
加
で
き
る
自
然

体
験
や
社
会
見
学
、
④
地
元
企
業
と
連
携
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
や
職
場
体
験
な
ど
を
行
う
。
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

小
豆
島
・
迷
路
の
ま
ち
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ

ｅ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｍ（
香
川
県
）は
、
過
疎
化
の
進
む
小
豆
島

の
商
店
街
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
ア
ー
ト
を
主
軸
と

し
た
観
光
事
業
に
取
り
組
む
。
特
に
２
０
１
８
年
に

開
館
し
た
妖
怪
美
術
館
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

呼
び
水
と
な
っ
た
。「
迷
路
の
ま
ち
」エ
リ
ア
内
で
６

御池台校区連合自治会

月が丘自治会

一般社団法人「くれ・ひと・まち情報応援団」

NPO 法人 Kanonowa

小豆島・迷路のまちアートプロジェクト MeiPAM

▶ 令和６年度「あしたのまち・くらしづくり活動賞」振興奨励賞受賞団体の活動について
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つ
の
古
民
家
を
再
生
、
７
つ
の
店
舗
を
運
営
し
、
主

要
な
観
光
地
に
仕
立
て
上
げ
た
。
観
光
客
は
コ
ロ
ナ

前
で
５
倍
の
10
万
人
に
増
加
。
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
や「
妖
怪
ｂ
ａ
ｒ
」な
ど
、
夜
の
観
光
振
興
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

久
重
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
チ
ー
ム（
高
知
県
）は
、
地

域
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
小
中
高
生
が
里
山
を
舞
台

と
し
た
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
野
草
の
ブ
レ
ン

ド
茶
の
考
案
、
ホ
タ
ル
の
保
全
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
冊
子

づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
い
、
地
域
内
外
に

久
重
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
久
重
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
」策
定
会
議
へ
の
参
加
を
契
機
と
し

て
、
久
重
地
域
連
携
協
議
会
内
に「
久
重ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
」

部
会
を
創
設
。
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　
枝
川
内
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委
員
会（
福
岡
県
）は
、

「
日
本
一
の
ア
ジ
サ
イ
ラ
ン
ド
」を
目
指
し
、
集
落
一
丸

と
な
っ
て
あ
じ
さ
い
を
植
栽
。
今
で
は
１
万
６
千
株

を
有
す
る
一
大
観
光
地
と
な
っ
た
。
枝
川
内
あ
じ
さ

い
祭
り
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
集
会
所
で

の
飲
食
店
営
業
、
住
民
交
流
を
図
る
サ
ロ
ン
の
運
営
、

民
泊
な
ど
に
取
り
組
み
、
あ
じ
さ
い
を
核
と
し
た
共

存
共
栄
の
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｅ
Ｄ（
佐
賀
県
）は
、
高
校
生
が
や

り
た
い
こ
と
を
支
援
し
な
が
ら
、
主
体
性
を
育
む
事

業
に
取
り
組
む
。
高
校
生
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

古
民
家
を
拠
点
に
、
４
チ
ー
ム（
①
Ｓ
Ｕ
Ｐ
で
無
人
島

に
渡
り
海
岸
清
掃
、
②
古
民
家
で
高
校
生
カ
フ
ェ
、

③
ま
ち
な
か
で
文
化
祭
、
④
音
楽
フ
ェ
ス
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
運
営
）で
活
動
。
高
校
生
が
、
親
や
友
だ
ち
以

外
の
人
と
の「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」を
築
き
、
広
い
視
野

で
自
分
の
進
路
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
大
隅
横
川
駅
保
存
活
用
実
行
委
員

会（
鹿
児
島
県
）は
、
明
治
期
の
木
造
駅
舎「
大
隅
横
川

駅
」を
核
と
し
た
ま
ち
の
活
性
化
を
進
め
て
い
る
。
駅

周
辺
の
景
観
を
整
備
し
、
構
内
で
季
節
ご
と
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
ま
た
、
駅
舎
に
機
銃
掃
射
痕
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
和
の
発
信
地
と
し
て
、
記
録
誌
の
発

行
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
行
政
に
要
望
し
て
駅
構
内
に
隣
接
す
る
公

園
を
建
設
。
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。

　
喜
入
マ
ナ
ビ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
つ
わ
ぶ
き（
鹿
児

島
県
）は
、
鹿
児
島
市
喜
入
地
域
で
、
自
習
室
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
小
中
高
生
の
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
。
こ
れ
ま
で
、自
習
室
を
18
回
、学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

を
招
い
た「
質
問
で
き
る
自
習
室
」を
10
回
、
天
体
観

測
会
や
ミ
ニ
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
18
回
実
施

し
、
参
加
者
総
数
は
８
０
０
名
を
上
回
る
。
発
案
か

ら
運
営
ま
で
中
高
生
の
手
で
行
い
、
地
域
を
巻
き
込

み
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
。

久重 natural チーム

枝川内あじさい祭り実行委員会

NPO 法人 WeD

一般社団法人大隅横川駅保存活用実行委員会

喜入マナビバプロジェクト　つわぶき

令和６年度「あしたのまち・くらしづくり活動賞」振興奨励賞受賞団体の活動について ◀


